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生活クラブは 2025 年の秋より「ゲノム編集表示を求める意見書提出運動」をすすめています。

「生活クラブの消費材 10 原則」のなかで、「生命の倫理に反し、企業による支配を招く “食べ物

の遺伝子操作” に反対」することを宣言し、ゲノム編集食品を消費材の原材料に受け入れないこ

とを基本姿勢としています。 ※ゲノム＝生物の設計図。生物がもつ遺伝情報のすべて

ゲノム編集食品、表示義務ないって本当？！
まちづくりのページ

ゲノム編集とは

特定の働きのある遺伝子を切り貼りしてその

生物の性質を変える技術です。「遺伝子組み換

え」技術よりは短時間で効率よく正確に

①① 狙狙っったた部部分分をを切切断断ししてて遺遺伝伝子子をを壊壊すす

②② 狙狙っったた部部分分にに別別のの遺遺伝伝子子をを挿挿入入すするる

ことができます。「正確に」とは言っても、間

違いはあることや、いまだ遺伝子の仕組みや役

割が全て解明されていない状況で、壊してもよ

い遺伝子があるのか全くわかっていません。

表示義務がないのはなぜ？

今の日本では、ゲノム編集で起こる遺伝子の変

化は「自然界や従来の育種でも起こりうる程度

の変化であり、安全性も従来の育種と同等と考

えられる」とされているから。そのため、

①①は届け出（任意）をするだけで流通が認めら

れていて、表示の義務がないため消費者は店頭

で判断できません。

②②は安全審査の対象となっていますが、表示義

務はありません。

消費者庁は、ゲノム編集されたかどうか調べる

方法がないので表示はできないとしています。

科学ジャーナリストの天笠啓祐さんによると

「企業がどこの遺伝子を壊したか、全情報を公

開すれば、ゲノム編集食品の表示は決して不可

能ではない」とのこと。

私たちには自分たちが食べるものについて「知

る権利」があるはず。ゲノム編集食品の表示や

情報の公開を求める必要があります。

★最新情報を学べる講座★

「食と農の未来を考えよう」
ゲノム編集などの最新事情

講師：印鑰 智哉（いんやくともや）氏

3/14 （土） 14 時～

詳細・申込みはコチラから ⇒

意見書提出・地域の声が国を動かした 

1996 年に遺伝子組み換え食品(GM)の輸入が始まっ

た当時、その表示義務は無かったため、生活クラブをは

じめとした消費者団体が GM 食品の危険性を訴え、地

方議会から国への意見書提出を求める活動をしまし

た。最終的に約 1600 の自治体が国に GM 表示を求め

る意見書を提出。その結果、国も方針を転換し、2001

年に表示制度ができたのです。

表示義務の無かった遺伝子組み換え食品が私たちの声

から表示がされるようなったように、こうした動きを

また拡げていきたいですね。

４



 

５ 

まちづくりのページ 








